


林業界と他業界の企業・個人を繋ぐ会社

1.ソマノベースとは



1.ソマノベースとは





2.代表紹介（経歴）



3.課題



3.課題



3.課題

土砂災害発生には地質・雨量等が大きく関与する。
その中でも林業が関与する発生リスクを抑える。



3.課題

皆伐地のうち約６割は植林されていない

管理不足の山林は土壌が緩み、土砂災害リスクの高い山林に

間伐や測量がされていない山林も増加



3.課題



4.ビジネスモデル

森林産業コミュニティー
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4.ビジネスモデル



5.サービス MODRINAE事業



育苗セットが届き、どんぐりから２年間育てる。育った苗木は和歌山の山林に戻し植林するという循
環型の観葉植物キット。



水を毎日あげることで愛着が湧き、２年間の育苗期間で顧客との濃いコミュニケーションがとれる。



顧客向けコンテンツ

Note 記事投稿 イベントやLIVE配信 戻り苗マガジン



育った苗木は田辺市内に植林。最初は0.06haから。管理は林業事業体と連携。



地域住民・観光客が熊野古道でどんぐり拾いをするPJ「たびたび」



熊野古道沿いにどんぐりBOXを設置。２万個のどんぐりが集まる。

どんぐりBOXの設置 住民がどんぐりを投入 ツアーなどで県外の人も参加



苗木の育成を就労支援施設のみなさんと実施



戻り苗のステークホルダー
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植林用苗木をオフィスで育てるプロダクト。

5.サービス MODRINAE for BUSINESS事業





一過性でなく社内の活動が社外に繋がり、線となる取組みを全面サポート



およそ1年ほどで業界・業種問わず MODRINAEパートナーに。
戻り苗の本数は、計1500本ほど



会社情報

導入目的

導入内容

導入後の感想

「コンステックホールディングス株式会社（大阪府）」…計6社で構成する建築・
土木の総合エンジニアリング企業。コンクリート建造物の劣化調査や耐震診断、
補修補強の設計・工事などコンクリート建造物の長寿命化に取り組む。
【会社HP】https://www.cons-hd.co.jp/

・海外への植林活動の支援を行っていたが、もっと自分たちでできることをしたい。
・今まで様々なイベントを行ってきたが、単発で終わり継続性がなかったこともあり、
気軽に取り組みながら、SDGsに対する意識を社員一人一人に浸透させていきたい。

MODRINAE 木鉢型 100個：2021年11月開始

まず、過去のイベント参加に比べ、素人でも始めやすい気軽さがある。
社員それぞれが愛情をもって育ててくれており、いつしかみんなの癒しになっている。
支店ごとに戻り苗担当者がおり、グループチャットやメールを通じて、
コミュニケーションをとれるきっかけにもなっている。
今後は、ラダーシェルフ型を導入したり、植林する際のツアーやワークショップを実
施しながら、継続的に取り組んでいきたい。

コンステックホールディングス株式会社様
ー森林保全活動を社員とともに継続的に取り組むためにー

https://www.cons-hd.co.jp/


戻り苗の森プロジェクト



セミナーの開催



田辺市の小学校向けの教育プログラム

「熊野自然学校」のカリキュラム・教材を作成。

熊野の「今の森」と「100年前の森」を絵本に。

こどもたちが地域の森に関わっていく未来をつくるため

自分たちで森への関わりを考えるワークショップを作成。

座学授業を受けた後は、フィールドワークとして

地元の製材所見学や山での植林を行った。

Case study
01



京都市の放課後デイスクールHEARTY様にて

MODRINAEを活用した木育を開始。

保護者説明会を実施し、有志で子ども達が参加。

１週間、森林教育weekを設定し、森林に関する読み聞かせやどんぐりを

見分ける遊びなどを行った。この秋からMODRINAEに参加が決定。

Case study
02 放課後デイスクールHEARTY様



同志社大学商学部の学生達に森林に関する勉強会を実施。

林業家による講義や、林業に関わるワークショップ実施、和歌山での植林体験
などを実施し、その後林業ゲームを開発。

大和ハウス工業の産官学共創プロジェクト「コトクリエ」や同志社中学、サイ
エンスアゴラなどで林業ゲームを使用したワークショップを実施。

その後、子ども達の意識の変容など効果検証を行った。

Case study
03 同志社大学と連携した林業ゲームワークショップ



女性経営者とともに災害現場や森林の様子をめぐる体験ツアー。

過去１０社ほどの経営者が参加。

Case study
04 防災ラーニングジャーニー・防災国体



紀州備長炭を使ったコービーの焙煎と販売を行う日高中津高校の皆さんと

森林保全活動を開始。

森林×コーヒー販売×ITで授業を行っています。

Case study
05 高校との連携


